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「内部統制基本方針」の改定に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、「内部統制基本方針」を改定することを決議いたしまし

たので、下記のとおり改定後の内容をお知らせ致します。 

 

記 
 

内部統制基本方針 
 

シミックグループは、会社法及び会社法施行規則に基づき、以下のとおり内部統制基本方針を

定め、本方針に従って内部統制システムを適切に構築し運用する。 
 
１．シミックグループのコンプライアンス体制 
①企業活動を行う上で法令を遵守し、社会倫理に従って行動するという観点から、シミックグ

ループ全役職員が準拠すべき基本的な指針として「シミックグループ行動規範」を制定する。シ

ミックグループの役職員は、「シミックグループ行動規範」に基づき誠実に行動することが求めら

れ、コンプライアンス担当役員がこれを推進する。コンプライアンス意識の強化に向けた取組の

一環として、コンプライアンスハンドブック「CMIC WAY」を作成し、シミックグループの役職

員に配付するとともに、定期的に役職員を対象としたコンプライアンス研修を実施する。 
②コンプライアンス上の問題点の早期発見、対処、発生防止等を目的として、「シミックグルー

プ従業員報告･相談窓口」を社内及び外部に設置し、シミックグループの役職員からのコンプライ

アンス関連の懸念事項や職場環境等の問題点について報告･相談を受け付ける。受け付けた報告・

相談については、報告・相談窓口及び同窓口事務局が客観的かつ公平に調査及び対応し、問題点

の早期改善及び再発防止に努める。 
③内部監査部門は、当社及びグループ各社におけるコンプライアンス遵守状況を監視する。 

 
２．シミックグループのリスクマネジメント体制 
①シミックグループにおけるリスク管理及び経営危機に直面したときの対応の観点から、「シミ

ックグループリスク管理規程」を制定する。同規程に基づき、リスク管理担当役員がリスクマネ

ジメント（リスク管理）及びクライシスマネジメント（危機管理）を統括するとともに、グルー

プ横断的に業務運営上のリスク管理を推進する。 
②リスク管理及びインシデント管理は、当社及びグループ各社単位で情報の集約、分析及び原

因究明を行い、迅速な情報伝達及び適切な対応を行う。重要な案件については、リスク管理担当

役員にエスカレーションし、リスク管理担当役員は必要な対応を指示する。 
③災害その他により経営危機が発生した場合には、「グループ緊急対策本部」を設置し対応を行

う。 
 



 

 

 
 
３．シミックグループの取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制 

①当社は、取締役会を月 1 回定時に開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催する。コーポ

レート・ガバナンスの強化及び執行責任の明確化による業務管理体制の強化を目的として、執行

役員制度を採用する。取締役及び執行役員によって構成される定例会議を毎月開催し、業務執行

に係る戦略について充分な審議を行った上で、執行決定を行うことにより、取締役の職務執行の

効率化を確保する。 
②当社及びグループ各社の目標の明確な付与及び採算管理の徹底を通じた市場競争力の強化を

図るために、目標値を年度予算として策定し、取締役会及び定例会議における業務執行報告によ

り、業務の運営及び進捗状況の管理を行う。 
③当社は、持株会社として、グループ各社との間で経営管理及び支援に関する契約を締結し、

グループ各社への経営指導及び管理並びに財務・人事・総務・法務等のサポートを行うことによ

り、グループ各社の取締役の職務執行の効率化を確保する。 
④社内規程に基づく職務権限及び職務分掌により、適正かつ効率的に業務を行う。 

 
４．シミックグループのグループガバナンス体制 
①当社は、持株会社として、全体最適の観点からグループ各社に必要な経営資源の配分を行う

とともに、グループ各社の業務運営を管理・監督し、グループ各社の業務の適正を確保するため

の体制整備を行う。 
②グループ各社に対する管理基準を明確にし、相互の経営効率の向上に資するために「関係会

社管理規程」を定め、これに基づき、グループ各社との間で「マネジメント合意書」を締結する。 
③グループ各社は、自社の事業の経過、財産の状況及びその他「マネジメント合意書」に定め

る重要事項について、定期的に当社へ報告し情報を共有するとともに、重要事項を行う場合には、

その意思決定に先立ち、当社の担当部署に報告・協議を行うとともに、所定の承認を受ける。 
④当社は、グループ各社に取締役及び監査役を派遣し、シミックグループ全体のガバナンスの

向上に努める。 
 
５．取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理 
取締役の重要な意思決定又は取締役に対する報告に係る情報に関しては、「シミックグループ情

報管理基本規程」及び「文書管理規程」に従い、適切に保存及び管理を行う。取締役及び監査役

は、これらの情報を適宜閲覧することができる。 
 
６．監査役の監査の実効性を確保するための体制 
①監査役が、監査役を補助すべき職員を必要とする場合には、必要な人員を配置する。監査役

を補助する職員の取締役からの独立性を確保するため、その職員の人事異動、人事評価及び懲戒

に関しては、監査役の同意を得た上で行う。監査役を補助する職員への指揮命令者は監査役とし、

監査役を補助する職員は、他の業務を兼務することができない。 
②シミックグループの役職員は、定期的に、また監査役から求めがあったときはその都度、事

業及び内部統制の状況等の報告を行い、内部監査部門は、内部監査の結果等を報告する。シミッ

クグループの役職員は、重大な法令若しくは定款違反及び不正行為の事実又は会社に著しい損害

を及ぼす事実又はそのおそれのある事実を知ったときは、速やかに監査役へ報告する。当社は、

内部通報制度の適用対象にグループ各社を含め、シミックグループにおける法令、定款又は社内

規程に違反する重大な事実その他コンプライアンス上の重大な問題に係る通報について、監査役

への適切な報告体制を確保する。当社及びグループ各社は、これらの報告をした役職員に対して、

報告をしたことを理由として、不利益な取扱いを行わない。 
 



 

 

 
 
③監査役が職務執行について生じる費用の前払又は償還等の請求をしたときは、監査役の職務

の執行に明らかに必要ないと認められる場合を除き、その費用を負担する。 
④監査役は、必要に応じて役職員に対してヒアリングを実施するとともに、代表取締役との定

期的な会合、内部監査部門及び会計監査人との情報交換を実施する。 
 
７．反社会的勢力の排除に向けた基本的な考え方 
「シミックグループ行動規範」に基づき、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力

及び団体との関係を排除するとともに、会社をあげて断固として立ち向かう。また、これらの活

動を助長するような行為はいっさい行わない。 
平素より警察やリスク管理の専門団体からの情報収集・意見交換を行い、有事には協力して速や

かに反社会的勢力及び団体に対処する。 
 
８．財務報告の適正性を確保するための体制 
当社及び当社の属する企業集団に係る財務報告が法令等に従って適正に作成されるために、「財

務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準」及び「財務報告に係る内部統制の評価及び監査に

関する実施基準」に準拠した内部統制の整備、運用及び評価を行う。 
 

以  上 


